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第
八
十
八 

  
 

訪
米
視
察
団 

   
 
 
 
 

一 
  

本
節
は
「
時
代
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
続
き
で
あ
る
。 

 

空
前
の
好
況
の
中
で
、
事
務
の
効
率
化
・
省
力
化
に
関
心
が
高
ま

っ
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」
が
そ
れ
で
、
始
ま
り

は
四
九
年
九
月
の
閣
議
決
定
「
企
業
の
合
理
化
を
図
る
指
導
方
針
」

に
あ
る
と
さ
れ
る
。 

 

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
記
さ
れ
て
い
た
。 

  

一
、
合
理
化
の
前
提
条
件
と
し
て
将
来
の
産
業
構
造
よ
り
み
た
る 

 
 

各
産
業
の
指
導
方
針
の
確
立
を
図
る
。 

 

二
、
合
理
化
は
、
原
則
と
し
て
国
際
価
格
へ
の
速
や
か
な
鞘
寄
せ 

 
 

を
目
標
と
す
る
。 

 

三
、
企
業
内
部
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
創
意
工
夫
に 

 
 

待
つ
も
の
と
し
合
理
化
を
推
進
す
る
環
境
の
育
成
並
に
合
理
化 

 
 

を
阻
害
す
る
障
害
の
除
去
を
図
る
。 

 

四
、
能
率
の
向
上
、
優
秀
技
術
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に 

 
 

之
が
推
進
を
図
る
。 

   

こ
こ
で
い
う
「
合
理
化
」
と
は
、
組
織
の
統
廃
合
と
か
人
員
の

整
理
と
か
を
意
味
し
て
い
な
い
。
四
九
年
か
ら
五
〇
年
代
前
半
に
か

け
て
は
景
気
が
上
げ
潮
に
あ
っ
て
、
ど
こ
の
企
業
で
も
人
手
不
足
だ

っ
た
。
第
三
項
「
合
理
化
を
阻
害
す
る
障
害
の
除
去
」
に
掲
げ
ら
れ

た
次
の
五
項
目
が
重
点
施
策
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

  

一
、
資
材
統
制
の
大
巾
緩
和
及
統
制
方
式
の
改
善
。 

 

二
、
価
格
統
制
の
可
及
的
撤
廃
及
び
統
制
価
格
の
適
正
化
。 

 

三
、
資
産
再
評
価
の
実
施
。 

 

四
、
法
人
税
の
軽
減
そ
の
他
税
制
及
び
徴
税
方
法
の
改
善
。 

 

五
、
通
信
輸
送
の
改
善
。 

  

五
一
年
二
月
、
通
産
省
の
産
業
合
理
化
審
議
会
は
「
我
国
産
業
の

合
理
化
方
策
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
答
申
を
ま
と
め
、
こ
れ
を
さ
ら

に
一
歩
進
め
る
姿
勢
を
示
し
た
。 

 
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
導
入
し
始
め
た
民
間
企
業
は
、
こ
の
答
申
を
境
に
「
事

務
の
機
械
化
」
か
ら
「
事
務
の
合
理
化
」
へ
方
針
を
転
換
し
た
。
四

月
に
は
日
本
能
率
協
会
が
経
営
者
向
け
雑
誌
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を

創
刊
し
、
翌
年
二
月
に
は
「
事
務
管
理
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
て
い

る
。 
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こ
う
し
た
流
れ
を
全
社
的
な
規
模
で
具
体
化
し
た
企
業
と
し
て
は
、

東
京
出
版
販
売
、
東
京
瓦
斯
、
群
馬
銀
行
、
北
海
道
銀
行
、
八
幡
製

鉄
、
鐘
淵
紡
績
、
田
辺
製
薬
、
中
部
電
力
、
野
村
証
券
、
三
菱
化
成
、

日
本
電
装
、
安
田
火
災
、
日
本
通
運
な
ど
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
テ
レ
タ
イ
プ
の
導
入
で
は
富
士
銀
行
、
神
戸
銀
行
、
山
一
証

券
、
武
田
薬
品
な
ど
が
先
陣
を
切
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
事
務
の
合
理

化
」
の
一
環
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
。 

 

一
九
五
〇
年
代
の
日
本
は
何
ご
と
に
つ
け
て
も
、
ア
メ
リ
カ
を
手

本
に
し
た
。
明
治
維
新
政
府
が
狂
お
し
い
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
真
似
た
よ
う
に
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
が
万
人
の
あ

こ
が
れ
に
な
っ
た
。
無
差
別
爆
撃
で
全
国
を
焼
け
野
原
に
し
た
当
の

ア
メ
リ
カ
に
憧
れ
た
の
だ
か
ら
、
何
と
も
複
雑
な
精
神
構
造
に
は
違

い
な
い
。 

 

た
だ
の
憧
れ
で
は
な
か
っ
た
。 

 

―
―
正
義
。 

 

こ
の
言
葉
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
が
、
絶

対
的
な
判
断
基
準
と
い
う
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
こ
そ
が
「
正
義
」
だ

っ
た
。 

 

欧
州
諸
国
は
疲
弊
し
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
借
款
の
か
た
ち
で

大
量
に
流
れ
込
ん
だ
ド
ル
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。 

 

ソ
連
も
同
様
に
影
響
を
受
け
た
。 

 

十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
は
発
展
途
上
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
い

ま
や
世
界
の
最
強
国
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
に
な
ら

う
の
は
、
資
本
主
義
経
済
の
赴
く
と
こ
ろ
と
し
て
当
然
の
帰
結
だ
っ

た
と
い
え
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

産
業
界
で
い
ち
は
や
く
視
察
団
を
送
り
込
ん
だ
の
は
証
券
業
界
で

あ
る
。 

 

ま
だ
一
ド
ル
＝
三
百
六
十
円
の
為
替
レ
ー
ト
が
決
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
一
九
四
七
年
の
十
一
月
、
日
興
証
券
社
長
の
遠
山
元
一
を
団
長

と
す
る
「
米
国
証
券
視
察
団
」
が
羽
田
空
港
を
飛
び
立
っ
た
。
目
的

は
ア
メ
リ
カ
証
券
業
界
に
お
け
る
計
算
事
務
の
機
械
化
の
視
察
だ
っ

た
。 

 

こ
の
時
期
、
証
券
の
売
買
は
す
べ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
経
済
局
の
統
制
で
行

わ
れ
て
い
た
。
証
券
業
界
は
早
期
に
自
主
的
で
自
由
な
証
券
取
引
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
切
望
し
、
繰
り
返
し
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

請
願
を
出
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
、
国
会
に
「
証
券
取
引
法
」

が
上
提
さ
れ
、
政
府
か
ら 

 
―
―
三
年
後
を
め
ど
に
。 

 

と
い
う
内
々
の
報
せ
が
あ
っ
た
。 

 

一
九
五
〇
年
に
は
自
主
・
自
由
取
引
が
再
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
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と
い
う
。 

 
た
だ
し
条
件
が
あ
っ
た
。 

 
―
―
経
営
を
近
代
化
せ
よ
。 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

戦
前
の
証
券
業
界
が
一
部
の
大
口
投
資
家
、
銀
行
、
財
閥
と
癒
着

し
、
株
価
を
操
作
し
、
あ
る
い
は
政
治
に
資
金
を
流
す
役
割
を
負
っ

た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
そ
の
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
し
、
体
質
の
改
善
が
認
め

ら
れ
れ
ば
要
望
を
認
め
る
考
え
を
示
し
た
わ
け
だ
っ
た
。 

 

証
券
業
界
は
勇
み
立
っ
た
。 

 

「
経
営
を
近
代
化
す
る
」 

 

と
は
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
に
倣
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
急
遽
、
訪
米
視
察
団
が
組
織
さ
れ
た
。 

 

団
長
が
日
興
証
券
だ
っ
た
の
は
、
最
大
手
の
野
村
証
券
が
三
井
財

閥
の
解
体
に
連
座
し
て
、
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
の
対
象
に
な
っ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。 

 

と
は
い
え
遠
山
元
一
と
い
う
人
物
は
、
日
本
の
証
券
業
界
を
代
表

す
る
団
長
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
だ
け
の
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。 

 

一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
埼
玉
県
の
川
島
町
に
生
ま
れ
、
高

等
小
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
東
京
・
兜
町
で
株
取
引
仲
介
業
の
丁
稚

奉
公
を
し
た
。
一
九
一
八
年
に
独
立
し
て
「
川
島
屋
商
店
」
を
興
し

て
証
券
業
を
始
め
、
終
戦
直
前
の
四
四
年
、
日
興
證
券
（
一
九
一
九

年
創
業
）
を
合
併
し
て
「
日
興
証
券
」
を
設
立
し
た
。 

 

第
二
次
大
戦
後
は
証
券
取
引
所
の
再
開
と
証
券
業
の
民
主
化
運
動

の
先
頭
に
立
っ
た
。
戦
後
の
証
券
業
再
建
の
功
労
者
と
い
う
べ
き
人

物
で
あ
る
。 

 

の
ち
五
二
年
、
日
興
証
券
会
長
、
六
四
年
相
談
役
に
退
き
、
東
京

証
券
取
引
所
・
東
京
証
券
業
協
会
名
誉
顧
問
な
ど
を
務
め
、
一
九
七

二
年
に
没
し
た
。
享
年
七
十
二
。
彼
が
母
親
の
た
め
に
室
岡
惣
七
に

設
計
を
依
頼
し
て
建
て
た
屋
敷
が
「
遠
山
記
念
館
」
と
し
て
埼
玉
県

川
島
町
に
残
っ
て
い
る
。 

 

証
券
各
社
は
、
一
九
四
七
年
十
一
月
の
「
米
国
証
券
視
察
団
」
を

皮
切
り
に
、
何
度
と
な
く
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
視
察
し
た
。
五
二
年

の
第
二
回
証
券
視
察
団
が
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
を
訪
問
し
た
と
き

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
の
と
き
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
の
会
長

は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
司
令
長
官
を
罷
免
さ
れ
た
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

だ
っ
た
。 

 

日
本
か
ら
視
察
団
が
や
っ
て
き
た
と
聞
い
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

懐
か
し
く
会
見
に
応
じ
た
。
会
見
が
終
わ
る
と
き
、
遠
山
元
一
に 

 

「
天
皇
陛
下
に
よ
ろ
し
く
」 

 
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
付
け
加
え
た
の
が
、
の
ち
に
騒
動
に
な
っ
た
。 

 
罷
免
さ
れ
た
と
は
い
え
、
日
本
人
に
と
っ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
特

別
な
存
在
だ
っ
た
。 

 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
儀
礼
的
に
、
軽
い
気
持
ち
で 

 

「
よ
ろ
し
く
」 
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と
い
っ
た
の
だ
が
、
天
皇
陛
下
へ
の
伝
言
に
は
違
い
な
い
。 

 
遠
山
か
ら
打
ち
明
け
ら
れ
た
一
行
は
旅
行
中
、
悩
み
に
悩
ん
だ
。 

 
帰
国
し
て
す
ぐ
遠
山
は
吉
田
茂
に
相
談
し
、
侍
従
長
・
徳
川
義
寛

に
話
を
通
し
た
。 

 

す
る
と
侍
従
長
は
涼
し
い
顔
で
い
っ
た
。 

 

「
お
か
み
は
す
ぐ
お
出
ま
し
に
な
り
ま
す
」 

 

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
い
う
名
は
、
そ
れ
ほ
ど
戦
後
の
日

本
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
持
っ
て
い
た
。 

 

の
ち
に 

 

―
―
証
券
業
界
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
ご
機
嫌

を
と
る
た
め
そ
ろ
っ
て
Ｕ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
を
入
れ
た
。 

 

と
い
う
陰
口
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
陰
口
は
間
違
っ
て
い
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
よ
り
は
る
か
に
進
ん
で
い
た
。
証
券

業
界
は
そ
の
こ
と
を
正
し
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

証
券
業
に
次
い
で
訪
米
視
察
団
を
派
遣
し
た
の
は
電
力
業
だ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
に
羽
田
を
出
発
し
た
「
米
国
電
気
事
業
視
察
団
」
で
あ

る
。 

 

電
力
業
は
明
治
の
殖
産
興
業
以
来
、
一
貫
し
て
民
営
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
が
、
一
九
三
五
年
十
二
月
に
内
閣
調
査
局
が
「
電
力
国
策
要

旨
」
を
策
定
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
国
家
統
制
に
移
行
し
た
。
三

九
年
の
四
月
に
「
日
本
発
送
電
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
四
二
年

に
配
電
業
も
国
家
統
制
下
に
入
っ
た
。
電
力
資
源
の
配
分
は
戦
争
経

済
の
重
要
な
施
策
だ
っ
た
。 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
電
力
の
国
家
管
理
が
戦
争
遂
行
の
原
動
力
に
な
っ
た
、

と
見
て
、
電
力
業
の
民
営
化
を
日
本
政
府
に
指
示
し
、
片
山
哲
内
閣

の
と
き
日
本
政
府
案
が
ま
と
ま
っ
た
。 

 

「
日
本
発
送
電
を
民
間
会
社
に
し
、
こ
れ
を
国
が
監
督
す
る
。
北

海
道
と
四
国
は
、
発
送
配
電
一
貫
事
業
と
し
、
電
気
行
政
を
行
う
た

め
に
通
産
省
の
外
局
と
し
て
電
気
庁
を
設
け
る
」 

 

と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
。 

片
山
の
後
を
受
け
た
吉
田
茂
は
、
切
り
札
と
し
て
松
永
安
左
衛
門
と

い
う
人
物
を
担
ぎ
出
し
た
。 

 

一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
長
崎
県
壱
岐
島
の
生
ま
れ
と
い
う
か
ら
、

こ
の
と
き
す
で
に
七
十
三
歳
で
あ
る
。 

 

生
家
は
壱
岐
島
で
呉
服
商
、
雑
貨
商
、
酒
・
焼
酎
・
酢
の
醸
造
、

椿
油
の
製
造
、
鰯
網
と
捕
鯨
の
網
元
、
船
舶
運
送
、
貸
金
な
ど
多
く

の
事
業
を
営
み
、
か
つ
広
大
な
田
地
を
所
有
し
て
い
た
。 

 
片
田
舎
に
あ
っ
て
は
ま
ず
富
豪
と
い
っ
て
い
い
。 

 
「
安
左
衛
門
」
の
名
を
代
々
の
名
乗
り
と
し
た
。
父
親
も
安
左
衛

門
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
安
左
衛
門
は
、
幼
名
を
「
亀
之
助
」

と
い
っ
た
。
長
じ
て
取
っ
た
異
名
は
「
電
力
の
鬼
」。 
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な
か
な
か
に
興
味
深
い
生
涯
な
の
で
、
や
や
紙
幅
を
費
や
す
。 

 
一
八
九
九
年
慶
応
義
塾
を
中
退
し
、
は
じ
め
福
沢
諭
吉
の
紹
介
で

三
井
呉
服
店
（
の
ち
三
越
百
貨
店
）
に
入
っ
た
が
数
日
で
厄
介
払
い

に
さ
れ
、
次
に
諭
吉
の
養
子
・
福
沢
桃
介
（
と
う
す
け
）
の
口
利
き

で
日
本
銀
行
に
入
っ
た
。 

 

日
銀
で
は
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
で
出
勤
し
、
幹
部
食
堂
で
昼
飯
を
と
っ

た
。
当
人
は
総
裁
秘
書
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
給

料
が
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
日
銀
を
辞
め
、
桃
介
が
経
営
す
る
丸

三
商
会
に
入
っ
た
。
そ
の
丸
三
商
会
が
入
社
四
か
月
後
に
倒
産
し
た
。 

 

桃
介
は
よ
ほ
ど
悪
く
思
っ
た
の
か
、
松
永
に
五
百
円
を
渡
し
、

「
こ
れ
で
再
起
を
せ
よ
」
と
言
っ
た
。
当
時
の
一
円
が
現
今
の
一
万

円
に
相
当
す
る
な
ら
、
五
百
万
円
の
大
金
で
あ
る
。 

 

そ
の
金
を
元
手
に
松
永
が
福
岡
に
創
業
し
た
「
ゼ
ネ
ラ
ル
ブ
ロ
ー

カ
ー
福
松
商
会
」
は
、
筑
豊
の
石
炭
で
大
儲
け
を
し
た
。「
松
」
は

も
ち
ろ
ん
自
身
の
姓
か
ら
取
っ
た
も
の
だ
が
、「
福
」
は
福
岡
で
な

く
、
福
沢
に
ち
な
ん
で
い
る
。 

 

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
）、
三
十
一
歳
の
と
き
、
彼
は
九
州

で
著
名
な
実
業
家
に
列
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
福
岡
の
実
業
界
は
、

四
年
後
に
開
か
れ
る
「
共
進
会
」
―
―
い
ま
で
い
う
見
本
市
博
覧
会

―
―
の
た
め
に
、
博
多
と
福
岡
の
町
を
つ
な
ぐ
電
車
を
走
ら
せ
る
計

画
を
立
て
た
。 

 

松
永
は
そ
の
資
金
集
め
に
奔
走
し
、
一
九
〇
九
年
に
「
福
博
電
気

軌
道
」
が
設
立
さ
れ
る
と
専
務
に
就
任
し
た
。
そ
の
二
年
後
、
福
博

電
気
鉄
道
は
博
多
電
燈
を
吸
収
し
て
「
博
多
電
燈
鉄
道
」、
さ
ら
に

九
州
電
気
を
吸
収
し
て
「
九
州
電
燈
鉄
道
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
電

力
事
業
に
足
を
踏
み
入
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

つ
い
で
に
い
う
と
、
九
州
電
燈
鉄
道
の
鉄
道
部
門
が
発
展
し
た
の

が
こ
ん
に
ち
の
西
日
本
鉄
道
、
そ
の
電
燈
部
門
が
紆
余
曲
折
を
経
て

九
州
電
力
と
な
っ
た
。 

 

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）、
推
さ
れ
て
博
多
商
業
会
議
所
の
会
頭

と
な
り
、
同
時
に
国
政
に
出
た
。
代
議
士
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に

際
し
て
は
「
益
な
き
こ
と
で
あ
る
」
と
反
対
し
、
論
陣
を
張
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
四
年
後
、
九
州
電
燈
鉄
道
に
転
機
が
や
っ
て
き
た
。
関

西
電
気
と
合
併
し
、
西
日
本
全
域
を
商
圏
と
す
る
国
内
最
大
の
電
力

会
社
に
な
っ
た
。
仕
掛
け
た
の
は
福
沢
桃
介
で
、
関
西
電
気
と
い
う

の
は
自
身
が
経
営
す
る
名
古
屋
電
燈
と
関
西
水
力
電
気
を
合
併
し
た

も
の
だ
っ
た
。
新
会
社
の
名
は
「
東
邦
電
力
」
と
い
っ
た
。
安
左
衛

門
は
副
社
長
に
な
っ
た
。 

 

や
や
あ
っ
て
、
渇
水
の
冬
季
で
も
安
定
し
た
電
力
を
供
給
す
る
た

め
に
火
力
発
電
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
矢
作
水
力
、
日
本
電

力
、
中
部
電
力
、
合
同
電
力
、
揖
斐
川
電
気
、
大
同
電
力
の
出
資
を

得
て
「
中
部
共
同
火
力
」
を
設
立
し
た
。 

 

次
い
で
東
日
本
が
五
〇
サ
イ
ク
ル
、
西
日
本
が
六
〇
サ
イ
ク
ル
と

い
う
問
題
を
解
決
す
べ
く
東
西
陣
営
を
説
き
、
全
国
の
余
剰
電
力
を
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相
互
に
融
通
す
る
仕
組
み
を
考
案
し
、
関
東
大
震
災
に
際
し
て
は
東

京
電
燈
に
地
下
配
電
方
式
を
提
案
し
た
。 

 
そ
の
い
ず
れ
も
が
拒
絶
さ
れ
た
と
き
、
静
岡
県
と
山
梨
県
に
発
電

所
を
持
つ
早
川
電
力
を
子
会
社
に
し
、
次
い
で
群
馬
水
力
を
吸
収
し

て
東
京
電
力
（
東
力
）
を
設
立
し
た
。
東
力
は
東
京
電
燈
（
東
電
）

と
激
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
た
が
、
一
九
二
七
年
の
昭
和
恐
慌
が
経

営
を
直
撃
し
た
。 

 

二
七
年
十
二
月
、
三
井
銀
行
と
安
田
銀
行
の
仲
介
を
得
て
、
東
力

は
東
電
と
の
合
併
に
合
意
し
た
。
表
面
上
は
東
電
に
軍
配
が
上
が
っ

た
か
た
ち
だ
っ
た
が
、
交
換
比
率
は
東
力
十
株
対
東
電
十
九
株
、
合

併
後
の
東
京
電
燈
に
松
永
が
役
員
と
し
て
乗
り
込
ん
で
経
営
を
刷
新

し
た
の
だ
か
ら
、
実
質
的
に
は
東
力
の
勝
利
だ
っ
た
。 

 

三
九
年
、
電
力
事
業
の
国
家
統
制
が
実
施
さ
れ
た
と
き
、
引
退
を

決
意
し
た
。 

 

は
じ
め
埼
玉
県
入
間
郡
柳
瀬
村
に
、
日
興
證
券
の
遠
山
と
同
じ
よ

う
に
母
の
た
め
に
建
て
た
家
を
山
荘
に
改
装
し
て
住
み
、
戦
争
が
終

わ
っ
た
四
六
年
か
ら
神
奈
川
県
小
田
原
に
居
を
移
し
た
。 

 

吉
田
茂
か
ら
声
が
か
か
っ
た
と
き
、
彼
は
小
田
原
に
い
た
。 

 

肩
ま
で
あ
る
長
い
木
刀
の
よ
う
な
杖
を
持
ち
、
耳
の
大
き
さ
が
や

け
に
目
立
つ
枯
れ
木
の
よ
う
な
老
人
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
背
景

に
写
っ
て
い
る
石
垣
は
自
宅
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も

あ
れ
、
こ
の
枯
れ
木
の
よ
う
に
見
え
る
老
人
は
た
だ
者
で
は
な
か
っ

た
。 

  
 
 
 
 

四 
  

電
力
業
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
、
国
家
統
制
体
制
か
ら
の
脱
皮
が
図

ら
れ
た
。 

 

日
本
政
府
に
改
革
案
を
ま
と
め
る
よ
う
に
指
示
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

は
片
山
内
閣
が
ま
と
め
た
最
初
の
案
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
吉
田
茂
が
松
永
を
引
っ
張
り
出
し
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
書
い

た
。 

 

松
永
は
引
き
受
け
る
に
当
た
っ
て
、
吉
田
に 

 

「
思
い
通
り
に
さ
せ
て
く
れ
る
か
」 

 

と
聞
い
た
。 

 

「
そ
う
す
る
」 

 

と
吉
田
が
言
っ
た
。 

 

吉
田
茂
と
い
う
人
は
、「
ワ
ン
マ
ン
宰
相
」
と
呼
ば
れ
、
事
実
、

私
邸
の
あ
る
大
磯
か
ら
国
会
に
向
か
う
国
道
一
号
線
を
作
り
変
え
さ

せ
た
実
力
者
だ
っ
た
が
、
敵
わ
な
い
人
物
が
三
人
い
た
。 

 
―
―
そ
れ
は
昭
和
天
皇
、
大
内
兵
衛
、
松
永
安
左
衛
門
で
あ
る
。 

 
と
い
わ
れ
る
。 

 

吉
田
は
松
永
の
機
嫌
を
損
じ
て
は
ま
ず
い
と
考
え
、
小
田
原
か
ら

東
京
ま
で
二
等
車
の
パ
ス
を
用
意
し
た
。
い
ま
で
い
う
グ
リ
ー
ン
車
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の
定
期
券
で
あ
る
。 

 
こ
れ
が
松
永
は
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。 

 
「
大
勢
の
国
民
が
飢
え
て
い
る
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
オ
レ
が
二

等
車
に
乗
れ
る
か
」 

 

以
後
、
三
等
車
の
固
い
座
席
で
往
復
し
た
。 

 

「
電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
」
は
五
人
の
委
員
で
編
成
さ
れ
た
が
、

松
永
は
他
の
産
業
界
を
代
表
す
る
四
人
の
意
見
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し

た
。
松
永
を
除
く
他
の
四
人
と
は
、
慶
応
大
学
法
学
部
長
・
小
池
隆

一
、
復
興
金
融
公
庫
理
事
長
・
工
藤
昭
四
郎
、
日
本
製
鉄
社
長
・
三

鬼
隆
、
国
策
パ
ル
プ
副
社
長
・
水
野
成
夫
だ
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
の
や
り
取
り
が
残
っ
て
い
る
。 

 

松
永 

君
た
ち
に
は
電
気
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
大
体
の
骨
子
を 

 
 
 

作
る
ま
で
は
黙
っ
て
い
た
ま
え
。 

委
員 

黙
っ
て
い
ろ
と
は
何
ご
と
か
。
実
に
独
善
横
暴
で
あ
る
。 

松
永 

横
暴
か
も
し
れ
ん
が
、
二
年
や
三
年
、
委
員
を
や
っ
て
も
電 

 
 
 

気
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
無
駄
な
時
間
を
費
や
し
て
は
お 

 
 
 

れ
ん
。
頼
む
か
ら
審
議
会
を
し
ば
ら
く
休
ん
で
く
れ
。 

委
員 

そ
れ
は
無
茶
だ
。 

松
永 

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
君
た
ち
は
や
め 

 
 
 

た
ま
え
。
私
一
人
で
や
る
。
こ
れ
は
電
気
の
問
題
だ
。
電
気 

 
 
 

以
外
に
問
題
は
な
い
。
玄
人
の
わ
し
が
や
っ
て
い
る
。
素
人 

 
 
 

は
黙
っ
て
い
た
ま
え
。 

  

通
産
省
の
官
僚
も
他
の
委
員
も
カ
ン
カ
ン
に
な
っ
て
怒
っ
た
。
な

る
ほ
ど
面
と
向
か
っ
て
「
素
人
は
黙
っ
て
い
ろ
」
と
言
わ
れ
れ
ば
腹

が
立
つ
。
だ
が
こ
こ
で
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
国
家
百
年
の

計
で
あ
っ
て
、
枝
葉
末
節
で
は
な
い
。
松
永
の
言
い
分
は
筋
が
通
っ

て
い
る
。 

 

た
め
に
委
員
会
に
感
情
的
な
し
こ
り
が
生
じ
た
。
そ
の
し
こ
り
は

最
終
案
に
ま
で
影
響
し
た
。
四
人
の
意
見
を
「
正
案
」
と
し
、
松
永

の
意
見
が
併
記
さ
れ
る
と
い
う
珍
妙
な
報
告
書
が
で
き
あ
が
っ
た
。 

 

正
案
は 

 

「
九
つ
の
電
力
会
社
に
分
割
し
、
日
本
発
送
電
の
発
電
能
力
の
四

二
％
を
所
有
す
る
電
力
融
通
会
社
を
設
立
す
る
」 

 

と
し
、
国
家
統
制
の
継
承
を
容
認
し
た
。 

 

中
心
と
な
っ
た
の
は
日
本
製
鉄
社
長
の
三
鬼
隆
で
あ
る
。 

 

三
鬼
隆
。 

 

一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
岩
手
県
に
生
ま
れ
、
一
九
一
七
年

（
大
正
六
）
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
地
元
の
田
中
鉱
山
に
入
っ
た
。

田
中
鉱
山
は
の
ち
に
「
釜
石
鉱
山
」
と
改
称
し
、
日
本
製
鉄
に
吸
収

合
併
さ
れ
る
。 

 

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）
日
本
製
鉄
の
取
締
役
八
幡
製
鉄
所
次

長
を
経
て
終
戦
の
翌
年
（
一
九
四
六
）、
上
位
の
役
員
が
公
職
追
放
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と
な
っ
た
た
め
社
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
次
い
で
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
に
よ
り
日
本
製
鉄
が
八
幡
製
鉄

と
富
士
製
鉄
に
分
割
さ
れ
る
と
八
幡
製
鉄
社
長
と
な
り
、
日
本
鉄
鋼

連
盟
会
長
、
経
団
連
・
日
経
連
理
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。
五
二
年
経

団
連
第
二
代
会
長
と
目
さ
れ
た
が
、
五
二
年
四
月
九
日
の
日
航
「
も

く
星
号
」
墜
落
事
故
で
死
去
。
そ
の
死
去
に
は
陰
謀
説
が
つ
き
ま
と

っ
た
。 

 

こ
っ
ち
も
鬼
だ
か
ら
譲
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
。 

 

対
し
て
松
永
の
案
は
「
日
発
は
解
体
。
発
電
か
ら
配
電
ま
で
一
括

し
て
担
当
す
る
九
つ
の
電
力
会
社
に
分
割
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。 

 

国
家
統
制
を
完
全
に
排
除
す
る
の
で
あ
る
。
民
間
の
資
力
と
創
意

工
夫
を
導
入
す
れ
ば
、
産
業
界
の
み
な
ら
ず
一
般
家
庭
へ
の
電
気
の

普
及
が
可
能
と
な
る
に
違
い
な
い
。 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
考
え
は
松
永
案
に
近
か
っ
た
。
国
に
よ
る
統
制
が
排
除

さ
れ
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
北
陸
、
関
西
、
中
国
、
四

国
、
九
州
の
九
つ
の
電
力
会
社
が
発
足
し
た
の
は
五
一
年
五
月
で
あ

る
。 

 

だ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
松
永
案
の
う
ち
、
各
社
は
電
源
供
給
地
以
外
に
も

発
電
所
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
点
に
疑
問
を
示
し
た
。 

 

電
力
は
送
電
中
に
減
衰
す
る
。
供
給
地
域
内
で
発
電
す
る
と
い
う

の
が
、
当
時
は
最
も
効
率
的
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際

は
松
永
案
の
通
り
に
な
っ
た
。 

 

送
電
線
の
素
材
が
改
良
さ
れ
、
あ
る
い
は
新
し
い
中
継
装
置
や
変

圧
技
術
が
開
発
さ
れ
、
遠
隔
地
か
ら
極
端
な
減
衰
な
く
送
電
が
可
能

に
な
っ
た
の
だ
。
以
後
、
例
え
ば
東
京
電
力
が
福
島
や
新
潟
に
発
電

所
を
持
ち
、
関
西
電
力
が
黒
部
に
ダ
ム
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 
 

松
永
は
の
ち
、
九
電
力
が
民
営
の
基
盤
を
確
立
し
た
と
見
る
や
、

今
度
は
各
社
共
通
の
技
術
を
開
発
す
る
た
め
に
「
電
力
中
央
研
究
所
」

を
設
立
し
、
理
事
長
。
さ
ら
に
電
源
開
発
株
式
会
社
を
創
立
し
て
、

途
上
国
の
電
力
事
業
や
水
利
の
改
善
に
協
力
す
る
体
制
を
整
え
た
。 

 

第
二
次
大
戦
の
謝
罪
の
意
味
を
込
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
マ
レ
ー
シ

ア
に
日
本
の
井
戸
掘
り
の
技
術
を
伝
え
た
の
は
、
こ
の
松
永
の
発
案

で
あ
る
。 

 

し
ば
し
ば
怒
っ
た
。 

 

自
分
の
過
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
と
、
翌
日
、
当
人
を
呼
び
、 

 

「
年
寄
り
は
ど
う
も
短
気
で
い
か
ん
。
昨
日
は
済
ま
ん
こ
と
を
し

た
。
ま
あ
、
鰻
で
も
食
っ
て
行
き
な
さ
い
」 

 

と
謝
っ
た
。 

 
電
力
中
央
研
究
所
が
ま
と
め
た
『
松
永
安
左
エ
門
翁
の
思
い
出
』

に
は
、
そ
う
い
う
逸
話
が
山
ほ
ど
載
っ
て
い
る
。 

 
一
九
六
六
年
六
月
、
眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
享
年
九
十

一
。
そ
の
死
に
際
し
て
保
有
す
る
書
画
や
陶
器
を
国
立
東
京
美
術
館

に
寄
贈
し
、
叙
勲
の
儀
は
辞
退
、
仰
々
し
い
葬
儀
も
行
わ
ず
、
戒
名
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も
な
い
。 

  
 

生
き
て
い
る
う
ち
に
鬼
と
云
わ
れ
て
も 

 
 
 
 
 
 
 
 

死
ん
で
仏
と
な
り
て
返
さ
ん 

  

が
遺
言
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

鞘
寄
せ 
さ
や
よ
せ
。
鞘
（
さ
や
）
は
証
券
用
語
で
限
月
間
や
銘
柄
間
で
の

値
段
の
開
き
。
売
り
値
と
買
い
値
と
の
開
き
を
指
す
。
政
府
干
渉
米
価
の
買

上
げ
価
格
よ
り
小
売
価
格
が
低
か
っ
た
と
き
「
逆
ザ
ヤ
」
と
称
さ
れ
た
の
も

同
じ
意
味
で
使
わ
れ
た
。
鞘
寄
せ
は
株
式
売
買
の
利
が
薄
く
な
る
こ
と
。「
鞘

す
べ
り
」「
鞘
は
げ
」
と
も
い
う
。 

室
岡
惣
七 

む
ろ
お
か
・
そ
う
し
ち
／
１
８
８
５
〜
１
８
５
１
。
一
九
一
三

年
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
科
を
出
て
、
司
法
省
技
師
、
東
京
電
灯
技

師
を
経
て
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
室
岡
工
務
所
を
設
立
し
た
。
遠
山

邸
の
ほ
か
国
の
登
録
文
化
財
「
石
川
組
製
糸
西
洋
館
本
館
・
別
館
」
の
設
計

な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。 

遠
山
記
念
館	
 

遠
山
は
そ
の
生
家
に
独
り
で
住
む
母
・
美
以
の
た
め
に
家
を

建
て
た
。
家
と
い
う
よ
り
、
大
邸
宅
で
あ
る
。
全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
材

を
集
め
、
贅
を
尽
し
た
。
一
九
三
三
年
か
ら
着
工
し
、
二
年
七
か
月
を
要
し

て
三
六
年
に
完
成
し
た
。
室
岡
惣
七
の
設
計
に
な
り
、
長
屋
門
の
先
に
あ
る

母
屋
は
、
東
棟
、
中
棟
、
西
棟
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
渡
り
廊
下
で
つ
な
が

る
。
広
大
な
純
和
風
建
築
で
あ
っ
て
、
建
物
ば
か
り
で
な
く
約
三
千
坪
の
庭

園
も
見
事
で
あ
る
。
四
八
年
に
美
以
が
亡
く
な
っ
て
以
後
は
接
客
用
に
使
用

さ
れ
、
現
在
は
所
蔵
の
美
術
品
を
展
示
す
る
「
遠
山
記
念
館
」
と
し
て
、
埼

玉
県
川
島
町
に
あ
る
。 

福
沢
桃
介 

ふ
く
ざ
わ
・
と
う
す
け
／
１
８
６
８
〜
１
９
３
８
。
岩
崎
紀
一

の
子
ど
も
で
福
沢
諭
吉
の
養
子
と
な
っ
た
。
一
八
八
八
年
渡
米
し
て
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
鉄
道
で
実
習
し
た
の
ち
帰
国
し
て
北
海
道
炭
鉱
汽
船
、
王
子
製
紙

な
ど
に
勤
務
し
た
。
〇
六
年
瀬
戸
鉱
山
社
長
、
木
曾
川
筋
八
百
津
発
電
所
、

矢
作
水
力
、
大
阪
電
送
な
ど
を
設
立
に
参
画
し 

二
〇
年
大
同
電
力
社
長
。 

国
道
一
号
線	
 

当
時
、
国
道
一
号
線
は
藤
沢
か
ら
横
浜
に
向
か
う
途
中
、
Ｊ

Ｒ
戸
塚
駅
の
と
こ
ろ
で
東
海
道
線
、
横
須
賀
線
の
踏
切
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
吉

田
を
乗
せ
た
車
が
大
磯
の
私
邸
か
ら
こ
の
付
近
に
さ
し
か
か
る
時
間
は
遠
距

離
電
車
と
通
勤
電
車
（
湘
南
電
車
）
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
重
な
り
踏
切
の
遮
断
機

が
下
が
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
れ
に
苛
々
し
た
吉
田
の
鶴
の
一
声
で
、
鉄
道

を
ま
た
ぐ
道
路
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
ワ
ン
マ
ン
宰
相
」
の
所
以
と
な
っ

た
。
し
か
し
渋
滞
と
事
故
、
排
ガ
ス
公
害
を
抑
制
す
る
た
め
に
混
雑
す
る
市

街
地
を
迂
回
す
る
バ
イ
パ
ス
道
路
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。 

日
航
助
も
く
星
号
努
墜
落
事
件	
 

「
も
く
星
号
」
は
東
京
―
大
阪
間
を
結
ぶ

戦
後
初
の
定
期
航
空
便
と
し
て
五
一
年
十
月
二
十
五
日
に
就
航
し
た
。
五
二

年
四
月
九
日
、
羽
田
を
離
陸
後
ま
も
な
く
消
息
を
絶
ち
、
翌
十
日
、
三
原
山

に
墜
落
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
、
乗
客
・
乗
員
三
十
七
人
全
員
の
死
亡
が

確
認
さ
れ
た
。
九
日
夜
に
近
く
に
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
機
が
乗
客
の
一
部
を
救

出
し
た
と
す
る
情
報
も
あ
り
、
ま
た
事
故
調
査
の
結
果
、
フ
ラ
イ
ト
記
録
が

紛
失
し
て
た
。
経
団
連
会
長
へ
の
就
任
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
三
鬼
隆
が
乗

り
合
わ
せ
て
い
た
。
三
鬼
が
ア
メ
リ
カ
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
言
動
を
示
し
て

い
た
こ
と
か
ら
陰
謀
説
が
浮
上
し
た
が
、
真
相
は
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
終
わ

っ
た
。 
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